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/40

惣社/30

ヒメコ塚/40

隼人塚/42

姫神/36

本庄/28
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三

古
墳
文
化
の
衰
退

小
型
化
す
る

前
方
後
円
墳

五
世
紀
前
半
ご
ろ
の
応
神
・
仁
徳
天
皇
陵
と
さ
れ
る
前

方
後
円
墳
を
頂
点
と
し
て
古
墳
は
小
型
化
を
始
め
、
六

世
紀
に
全
国
的
に
普
及
し
た
横
穴
式
石
室
は
そ
の
流
れ
に
拍
車
を
か
け

た
。
遺
体
を
古
墳
の
中
心
に
納
め
る
と
い
う
観
念
は
根
強
く
、
そ
の
た
め

に
は
長
大
な
横
穴
式
石
室
を
築
く
技
術
的
裏
付
け
を
必
要
と
し
た
。
た
と

え
ば
直
径
六
〇
㍍
程
度
の
後
円
部
を
も
つ
一
〇
〇
㍍
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円

墳
の
場
合
、
埋
葬
部
を
後
円
部
の
中
心
に
置
こ
う
と
す
れ
ば
そ
の
長
さ
は

三
〇
㍍
近
く
を
必
要
と
す
る
（
実
際
に
は
墓
道
が
取
り
付
く
た
め
に
石
室
長

は
減
じ
る
）。
国
内
最
長
の
横
穴
式
石
室
が
二
八
・
四
㍍
、
二
〇
㍍
を
超

え
る
石
室
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
一
〇
〇
㍍
を
超
え
る
前

方
後
円
墳
は
も
は
や
基
本
的
に
造
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
技
術
的
な
理
由
と
と
も
に
、
小
首
長
の
台
頭
に
よ
っ
て
支

注 黒塗；時期をほぼ確定できるもの
網掛；時期が前後する可能性のあるもの
白抜；時期決定の根拠薄弱なもの

図２―１１７ 豊前北部の主要古墳
（重藤輝行「古墳時代中期における北部九州の首長と社会」『第
４４回埋蔵文化財研究集会 中期古墳の展開と変革』１９９８より、一
部改変）
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配
領
域
が
細
分
化
さ
れ
た
結
果
、
古
墳
造
営
に
動
員
で
き
る
労
働
力
の
総

体
が
小
さ
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
京
都
平
野

で
い
え
ば
、
五
世
紀
代
以
前
の
前
方
後
円
墳
の
石
塚
山
・
御
所
山
古
墳
は

い
ず
れ
も
一
〇
〇
㍍
を
超
え
る
規
模
を
も
ち
、
石
並
古
墳
も
周
濠
を
含
め

た
場
合
に
は
一
〇
〇
㍍
近
い
規
模
を
も
つ
。
同
時
期
の
京
都
平
野
内
陸
部

に
前
方
後
円
墳
は
な
い
。
番
塚
古
墳
が
造
ら
れ
る
五
世
紀
末
以
降
は
、
行

橋
市
長
木
か
ら
勝
山
町
箕
田
に
か
け
て
の
中
部
地
域
、
行
橋
市
椿
市
か
ら

苅
田
町
白
川
の
西
北
地
域
、
豊
津
町
総
社
か
ら
行
橋
市
南
泉
の
南
部
地
域

そ
し
て
山
を
隔
て
た
犀
川
町
の
今
川
流
域
な
ど
で
並
立
し
て
前
方
後
円
墳

が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
２
―
１１７
）。
各
々
の
地
域
で
は
そ
の
領
域

内
で
し
か
動
員
で
き
な
い
た
め
に
巨
大
な
墳
墓
を
築
く
こ
と
が
も
は
や
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
各
地
域
が
同
程
度
の
規
模
の
前
方
後
円
墳
で

終
わ
る
こ
と
は
、
そ
の
程
度
の
古
墳
を
造
る
こ
と
し
か
承
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
動
員
能
力
が
同
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の

だ
ろ
う
。
小
首
長
が
台
頭
し
、
小
地
域
で
前
方
後
円
墳
が
造
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
地
域
に
も
屯
倉
制
・
部
民
制
の
導
入
な
ど
に

よ
っ
て
ヤ
マ
ト
政
権
に
よ
る
地
域
支
配
が
き
め
細
か
く
な
っ
た
こ
と
を
示

み
さ
き

す
。
実
際
に
、
比
定
地
は
確
定
し
な
い
が
�
崎
（
北
九
州
市
門
司
区
・
大

分
県
国
東
郡
）・
桑
原
（
旧
築
城
郡
・
田
川
郡
）・
肝
等
（
京
都
郡
苅
田

町
）・
大
抜
（
北
九
州
市
小
倉
南
区
）・
我
鹿
（
田
川
郡
赤
村
）
な
ど
の
屯
倉

が
豊
前
地
域
に
置
か
れ
た
と
『
日
本
書
紀
』
は
記
す
。

当
地
の
多
く
の
古
墳
は
未
調
査
で
詳
細
不
明
で
あ
る
が
、
古
墳
の
大
き

さ
か
ら
見
て
勝
山
町
周
辺
の
古
墳
群
が
主
導
的
な
地
位
に
あ
り
、
橘
塚
・

綾
塚
古
墳
に
い
た
る
ま
で
そ
の
勢
力
を
維
持
し
た
。
橘
塚
・
綾
塚
に
葬
ら

れ
た
人
物
は
「
豊
国
造
」
一
族
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
小

地
域
の
首
長
が
直
接
に
支
配
す
る
人
員
を
徴
発
で
き
る
、
旧
郡
ほ
ど
の
広

域
支
配
権
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

京

築

の

群

集

墳

京
築
地
域
で
も
六
世
紀
代
以
降
に
各
地
で
群
集
墳
が
盛

と

つ
く

し

行
す
る
。
調
査
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
行
橋
市
渡
築
紫

お

ち
ょ
う
ず

遺
跡
、
豊
津
町
八
景
山
山
麓
古
墳
群
、
勝
山
町
御
手
水
古
墳
群
、
椎
田
町

石
堂
中
後
ケ
谷
古
墳
群
、
大
平
村
金
居
塚
古
墳
群
な
ど
が
代
表
的
な
も
の

で
、
行
橋
市
竹
並
遺
跡
・
前
田
山
遺
跡
、
豊
津
町
居
屋
敷
遺
跡
で
は
横
穴

墓
群
も
調
査
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
（
図
２
―
１１９
）。

渡
築
紫
遺
跡
は
稲
童
海
岸
に
近
い
台
地
上
に
あ
っ
て
、
六
〇
×
四
〇
㍍

の
範
囲
の
中
に
二
九
基
の
古
墳
が
密
集
し
て
造
ら
れ
、
最
大
の
も
の
で
直

径
一
二
㍍
、
最
小
の
も
の
は
墳
丘
を
確
認
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
五
㍍

に
満
た
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
公
表
さ
れ
た
土
器
か
ら
見
て
い
ず
れ
も

七
世
紀
代
に
造
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
行
橋
市
教
委
「
渡
築
紫
遺

跡
」『
行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
二
三
集
、
一
九
九
四
）。

八
景
山
山
麓
古
墳
群
は
八
景
山
東
麓
に
列
を
な
し
、
か
つ
て
は
一
三
基

以
上
が
一
六
〇
㍍
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
並
ん
で
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る

が
、
七
基
の
円
墳
が
現
存
す
る
。
墳
丘
を
確
定
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
が
、
お
よ
そ
直
径
一
〇
〜
二
〇
㍍
の
円
墳
群
で
あ
る
。
最
大
規
模
の
四

号
墳
は
直
径
二
一
〜
二
二
㍍
の
円
墳
で
、
巨
石
構
築
の
複
室
横
穴
式
石
室

第２編 先史・原始
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は
長
さ
一
二
㍍
を
測
る
。
六
世
紀
後
半
ご
ろ
に
相
次
い
で
造
ら
れ
た
古
墳

群
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
群
の
す
ぐ
南
に
は
、
直
径
二
九
㍍
の

け
ん
と
く
か
ぶ
と
づ
か

円
墳
で
二
重
の
周
溝
を
も
つ
彦
徳
甲
塚
古
墳
、
一
辺
長
四
六
×
三
六
㍍

の
巨
大
な
甲
塚
方
墳
が
位
置
し
、
六
世
紀
後
半
の
仲
津
郡
最
大
の
首
長
墓

域
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
八
景
山
古
墳
群
の
す
ぐ
北
に
は
一
〇
〇
〇
基
を

超
え
る
横
穴
墓
群
の
竹
並
遺
跡
が
位
置
す
る
。
古
墳
を
造
営
し
た
各
階
層

の
墓
域
が
セ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
貴
重
な
地
域
で
あ
る
が
、
横
穴
の
多
く
は

消
滅
し
た
（
豊
津
町
教
委
「
八
景
山
山
麓
古
墳
群
」『
豊
津
町
文
化
財
調
査
報

告
書
』
第
二
一
集
、
一
九
九
九
）。

石
堂
中
後
ケ
谷
古
墳
群
は
周
防
灘
に
近
い
丘
陵
上
に
あ
り
、
六
〇
×
五

〇
㍍
の
範
囲
に
一
五
基
の
古
墳
が
位
置
す
る
。
い
ず
れ
も
直
径
一
〇
㍍
に

満
た
な
い
小
古
墳
で
、
互
い
に
等
質
的
で
あ
る
。
近
接
す
る
菜
切
古
墳
群

も
含
め
て
、
盗
掘
を
受
け
て
い
る
と
は
い
え
出
土
遺
物
に
玉
類
や
鉄
製
品

が
見
ら
れ
な
い
点
は
異
様
で
あ
る
。
出
土
土
器
は
ほ
ぼ
七
世
紀
末
か
ら
八

世
紀
は
じ
め
と
い
う
、
地
域
で
最
も
新
し
い
様
相
を
み
せ
る
（
福
岡
県
教

委
「
石
堂
中
後
ケ
谷
古
墳
群

菜
切
古
墳
群

頭
無
古
墳
群
」『
椎
田
バ
イ
パ

ス
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
二
、
一
九
九
〇
）。
こ
の
付
近
は
狭
隘
な

谷
が
周
防
灘
に
向
か
っ
て
複
雑
に
延
び
て
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
の
農
業
生
産

性
は
期
待
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
品
が
な
い
た
め
に
確
証
を

欠
く
が
、
海
で
の
生
活
を
基
盤
と
す
る
集
団
の
墓
域
で
あ
ろ
う
。

金
居
塚
古
墳
群
は
山
国
川
左
岸
の
段
丘
肩
に
位
置
し
、
一
五
〇
×
八
〇

㍍
の
範
囲
に
一
六
基
の
古
墳
と
一
九
基
の
横
穴
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で

図２―１１８ 豊前の主要古墳
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表２―１２ 豊前の主要古墳（数字は図２―１１７に対応）

備 考

前方部削平

消滅

家形石棺

前方部削平

線刻画・山陰
系装飾土器

帆立貝式か

前方部削平

前方部削平

主要出土遺物

三角縁神獣鏡片・土師器

三角縁神獣鏡７（＋α）・細線式獣帯
鏡・小札革綴冑・素環頭太刀・銅鏃・
鉄鏃・鉄斧等
神人歌舞画像鏡１・挂甲・胡禄・鉄刀・
鉄矛・鉄鏃・玉類・鉄釘・須恵器等
四禽四乳鏡１・甲冑片・金銅製馬具
片・玉類・鉄鏃

人骨片・�・土師器片

須恵器（前方部石室）

須恵器

変形後獣鏡・単龍環頭太刀ほか太刀・
金銅製馬具・鉄鑓・鉄鏃・玉類・須恵
器（前方部石室）
太刀・鉄製馬具・弓金具・玉類・須恵
器等

須恵器

獣帯鏡１・�鳳鏡片

須恵器・土師器

三角縁神獣鏡４・盤龍鏡１・太刀・鉄
斧・玉類・土師器
四神四獣鏡１（＋α）・短甲・眉庇付
冑・刀子・玉類・須恵器
斜縁二神二獣鏡１・�製三角縁神獣鏡
１・碧玉製石釧３・玉類・鉄製品（刀
剣類・農工具類）

鉄製馬具・鉄鏃・刀子・須恵器

外部施設

周溝

円筒埴輪

円筒埴輪

円筒埴輪・周溝

円 筒 埴 輪・周
溝・外堤

葺石

円 筒 埴 輪・周
溝・葺石

円 筒 埴 輪・周
溝・葺石
埴輪・周溝・外堤
円筒埴輪

円筒埴輪

周溝
周溝
円 筒 埴 輪・周
溝・外堤・葺石

円筒埴輪・葺石

周溝・外堤・葺
石

周溝・外堤

円筒埴輪

周溝・葺石

葺石

周溝

周溝

円筒埴輪

周溝・葺石

周溝・葺石

周溝

主体部

粘土槨・
木棺直葬

横穴式石室

竪穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室
（前方部）
横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室
（後円部・
前方部）

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

竪穴式石室
（大破）

横穴式石室

箱式石棺

横穴式石室

竪穴式石室
・箱式石棺

横穴式石室

墳 長
（m）

２３

５４

５０

４４

６８

２７

２０

１１０

５０

１１８

４０

４０

６８

７４
１９

８１＋

４０
４０

５８

４０

３９

２０

２９

４６×３６

５０

３７

２３

３０

４０

３０

１７＋

３３

５３＋

３０

５８

５５

５０

７８

５５

４６

３０

墳形

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳
帆立貝式
前方後円墳
前方後円墳
前方後円墳

前方後円墳

円墳
方墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

円墳

方墳

前方後円墳

前方後円墳

方墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

前方後円墳

所在地

北九州市小倉南区
大字貫
北九州市小倉南区
大字貫
北九州市小倉南区
大字貫
北九州市小倉南区
大字田原
北九州市小倉南区
大字曽根
北九州市小倉南区
大字貫
北九州市小倉南区
大字長野

京都郡苅田町大字
南原

京都郡苅田町大字
尾倉
京都郡苅田町大字
与原
京都郡苅田町大字
黒添
行橋市大字徳永

行橋市大字稲童

行橋市大字長木
勝山町大字中黒田

勝山町大字中黒田

勝山町大字中黒田
勝山町大字上黒田

勝山町大字箕田

勝山町大字箕田

行橋市大字高瀬

京都郡豊津町大字
惣社
京都郡豊津町大字
彦徳
京都郡豊津町大字
甲塚
行橋市大字竹並
京都郡犀川町大字
木山
京都郡犀川町大字
花熊
京都郡犀川町大字
本庄
京都郡犀川町大字
大熊
京都郡犀川町大字
大村
築上郡吉富町大字
楡生
築上郡大平村大字
下唐原
築上郡大平村大字
下唐原
築上郡大平村大字
下唐原
大分県宇佐市大字
高森
大分県宇佐市大字
葛原

大分県宇佐市大字
川部

大分県宇佐市大字
高森
大分県宇佐市大字
川部
大分県宇佐市大字
高森
大分県宇佐市大字
川部

古墳名

御座１号墳

荼毘志山古墳

上ん山遺跡

畠山古墳

荒神森古墳

両岡様１号古墳

観音寺古墳

石塚山古墳

番塚古墳

御所山古墳

黒添夫婦塚古墳

徳永丸山古墳

石並古墳

八雷古墳
寺田川古墳

庄屋塚古墳

綾塚古墳
橘塚古墳

扇八幡古墳

箕田丸山古墳

隼人塚古墳

惣社古墳

彦徳甲塚古墳

甲塚古墳

ヒメコ塚古墳

姫神古墳

三ツ塚方墳

本庄古墳

大熊古墳

上大村古墳

楡生山古墳

能満寺３号墳

西方古墳

穴ケ葉山１号墳

赤塚古墳

葛原古墳

免ケ平古墳

福勝寺古墳

車坂古墳

角房古墳

鶴見古墳

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４
１５

１６

１７
１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１
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0 30m

図２―１１９ 豊前の主要群集墳（各報告書より、縮尺同一）
左上；椎田町中後ケ谷古墳群 右上；行橋市渡筑紫遺跡
左下；豊津町八景山山麓古墳群 右下；大平村金居塚古墳群
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は
、
直
径
三
〇
㍍
、
同
二
五
㍍
の
大
型
円
墳
の
周
辺
に
同
一
〇
㍍
前
後
の

小
古
墳
が
寄
り
添
う
よ
う
に
接
し
、
そ
の
下
位
の
段
丘
法
面
に
横
穴
が
掘

削
さ
れ
て
い
る
。
四
基
の
円
墳
と
一
二
基
の
横
穴
を
発
掘
調
査
し
、
そ
の

限
り
で
は
六
世
紀
後
半
か
ら
末
葉
に
か
け
て
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
残

さ
れ
た
副
葬
品
か
ら
、
円
墳
と
横
穴
墓
と
の
間
に
は
明
ら
か
な
階
層
的
差

異
が
見
ら
れ
た
。
直
径
三
〇
㍍
を
超
え
る
円
墳
は
前
方
後
円
形
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
六
世
紀
後
半
の
当
地
で
は
最
高
ク
ラ
ス
の
規
模
で
、
最
有
力

豪
族
の
墳
墓
と
そ
の
一
族
や
構
成
員
を
含
め
た
墓
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
（
福
岡
県
教
委
「
金
居
塚
古
墳
群
Ⅰ
」『
一
般
国
道
一
〇
号
豊
前
バ
イ
パ
ス

関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
第
四
集
、
一
九
九
六
）。

八
景
山
山
麓
古
墳
群
は
比
較
的
等
質
な
古
墳
で
構
成
さ
れ
る
が
、
近
接

し
て
首
長
墓
や
横
穴
墓
群
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
金
居
塚
古
墳
群
の
あ
り

か
た
に
近
い
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
渡
築
紫
遺
跡
で
は
相

互
の
古
墳
規
模
に
格
差
が
あ
り
、
群
内
部
で
優
劣
が
見
て
と
れ
る
と
は
い

う
も
の
の
、
最
大
で
直
径
一
〇
㍍
程
度
の
古
墳
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
中

後
ケ
谷
古
墳
群
は
等
質
な
小
古
墳
で
構
成
さ
れ
、
近
接
す
る
葉
切
古
墳
群

を
含
め
て
も
有
力
古
墳
が
近
辺
に
存
在
し
な
い
点
で
同
様
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
群
集
墳
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
見
ら
れ
る
が
、
首
長
墳
に
近
接
す

る
場
合
は
地
域
の
支
配
体
系
の
裾
野
の
拡
大
、
首
長
墳
と
遊
離
す
る
場
合

に
は
全
く
新
た
な
集
団
を
支
配
下
に
置
く
―
そ
の
場
合
に
も
広
域
的
な
首

長
を
介
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
―
と
い
っ
た
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
勢
力
拡
大
の

方
法
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

九
州
最
後

の

古

墳

政
権
中
枢
部
の
畿
内
地
方
で
は
、
前
方
後
円
墳
は
六
世

紀
末
を
も
っ
て
ほ
ぼ
築
造
を
停
止
し
、
畿
内
の
大
王
や

有
力
豪
族
は
大
型
の
方
墳
や
円
墳
を
造
る
よ
う
に
な
る
。
や
が
て
七
世
紀

中
ご
ろ
に
大
王
墳
の
み
は
八
角
形
墳
を
採
用
し
て
独
自
の
道
を
歩
む
。
こ

の
こ
と
は
大
王
権
の
一
層
の
飛
躍
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中

央
・
地
方
を
問
わ
ず
、
方
墳
に
蘇
我
氏
の
影
響
を
強
く
読
み
と
る
説
が
あ

る
（
白
石
太
一
郎
「
畿
内
に
お
け
る
古
墳
の
終
末
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
一
、
一
九
八
二
）。

九
州
最
末
期
の
前
方
後
円
墳
は
定
か
で
は
な
い
が
、
六
世
紀
後
半
〜
末

の
こ
ろ
に
は
当
地
で
も
大
小
の
方
墳
や
大
型
円
墳
が
現
れ
る
。
福
岡
県
内

で
は
町
内
橘
塚
（
方
墳
）・
綾
塚
（
円
墳
）、
豊
津
町
彦
徳
甲
塚
古
墳
（
円

墳
）
・
甲
塚
方
墳
、
大
平
村
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
、
福
津
市
宮
地
嶽
古
墳
（
円

墳
）
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
町
内
の
二
古
墳
に
つ
い
て
は
別
稿

に
譲
る
が
、
甲
塚
方
墳
・
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
・
宮
地
嶽
古
墳
は
や
や
詳
し

く
紹
介
し
よ
う
。

甲
塚
方
墳
は
、
県
道
椎
田
勝
山
線
と
国
道
四
九
六
号
線
の
交
差
点
の
南

西
、
八
景
山
か
ら
南
へ
の
び
る
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
東
西
長
四
六
・
五

㍍
、
南
北
長
三
六
・
四
㍍
の
大
型
長
方
形
墳
で
、
周
溝
底
か
ら
の
高
さ
は

九
・
五
㍍
を
測
る
。
三
段
築
成
さ
れ
、
全
面
に
葺
石
を
施
し
て
い
た
。
周

囲
の
地
形
改
変
が
進
ん
で
い
る
が
、
幅
三
〜
七
・
五
㍍
の
浅
い
周
溝
、
さ

ら
に
外
側
に
三
〜
一
〇
㍍
の
土
手
（
周
堤
）
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
を
含
め
た
墓
域
は
六
〇
〜
七
〇
㍍
に
復
元
さ
れ
、
畿
内
の
有
力
古
墳
に
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も
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
。
各
辺
及
び
主
体
部
は
ほ
ぼ
正
確
に
方
位
に

乗
っ
て
い
る
。
主
体
部
は
複
室
横
穴
式
石
室
で
、
玄
室
は
四
・
四
×
三
・

七
㍍
の
正
方
形
に
近
い
長
方
形
プ
ラ
ン
と
な
り
、
高
さ
は
四
・
六
㍍
を
測

る
巨
大
な
も
の
で
、
全
長
は
一
〇
㍍
弱
で
あ
る
。
出
土
し
た
須
恵
器
か
ら

六
世
紀
末
に
近
い
時
期
が
考
え
ら
れ
よ
う
（
豊
津
町
教
委
「
甲
塚
方
墳
」

『
豊
津
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
三
集
、
一
九
九
四
）。

穴
ケ
葉
山
一
号
墳
は
大
平
村
下
唐
原
の
丘
陵
斜
面
に
位
置
す
る
、
直
径

三
〇
㍍
ほ
ど
の
円
墳
で
あ
る
。
斜
面
に
位
置
す
る
た
め
に
、
下
位
斜
面
に

厚
く
土
を
盛
っ
て
段
築
状
と
な
る
。
主
体
部
は
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
、

玄
室
は
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
石
で
構
成
さ
れ
る
。
規
模
は
三
・
二
×
二
・
四

㍍
、
高
さ
は
二
・
二
㍍
を
測
る
。
羨
道
部
は
左
右
と
も
に
基
本
的
に
各
三

枚
の
巨
石
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
長
さ
は
五
・
四
㍍
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
古

墳
で
は
羨
道
部
側
壁
に
葉
・
鳥
・
人
物
等
が
線
刻
さ
れ
る
と
と
も
に
、
出

土
品
の
中
に
出
雲
系
の
特
異
な
子
持
土
器
が
多
数
含
ま
れ
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
。
つ
ま
み
付
き
杯
蓋
な
ど
が
良
好
な
状
態
で
出
土
し
、
七
世
紀
前

半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
（
大
平
村
教
委
「
史
跡
穴
ケ
葉
山
古
墳
」『
大
平

村
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
〇
集
、
一
九
九
九
）。

宮
地
嶽
古
墳
は
宮
地
嶽
神
社
境
内
に
あ
り
、
不
動
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る

た
め
に
細
部
に
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
古
墳
は
現
状
で
二
七
〜
三
四
㍍

の
楕
円
形
を
呈
す
る
が
、
本
来
三
五
㍍
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
主
体
部
は
非
常
に
特
異
な
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
前
端
部
は
積
み
直

し
が
さ
れ
る
が
、
巨
石
を
使
用
し
た
部
分
だ
け
で
二
二
㍍
の
長
さ
を
も

ち
、
最
大
幅
三
㍍
、
高
さ
も
三
㍍
を
測
る
。
石
材
も
巨
大
な
も
の
で
、
高

さ
三
㍍
以
上
、
幅
四
㍍
の
巨
石
が
立
て
並
べ
ら
れ
、
床
・
天
井
に
も
巨
石

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
横
穴
式
石
室
と
は
異
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

玄
室
は
な
い
。
石
室
中
央
部
の
や
や
奥
寄
り
の
両
側
壁
に
龕
と
呼
ば
れ
る

彫
込
み
が
あ
り
、
最
奥
部
で
大
き
く
幅
が
減
じ
る
と
と
も
に
高
さ
も
わ
ず

か
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
床
面
の
形
状
が
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
床

も
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
畿
内
地
方
で
盛
行
し
た
横
口
式

石
槨
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）、
社
務
所
を
作
る
際
に
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
長
さ
二
・

四
㍍
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
飾
り
太
刀
や
金
銅
製
馬
具
、
ガ
ラ
ス
板
な
ど
で
、

後
に
近
く
か
ら
金
銅
製
冠
も
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
一
級
品
で
あ

る
。
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
と
し
て
、
天
武
天
皇
と
の
間
に
高
市
皇
子
を
生

ん
だ
尼
子
娘
の
父
親
、
胸
形
君
徳
善
の
名
前
が
有
力
な
候
補
者
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
（
佐
田
茂
ほ
か
「
原
始
」『
津
屋
崎
町
史
通
史
編
』
一
九
九

九
）。
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
古
墳
が
造
ら
れ
た
年
代
を
七
世
紀
の
中
ご

ろ
を
中
心
と
す
る
時
期
に
比
定
で
き
よ
う
。
徳
善
の
生
没
は
不
明
で
あ
る

が
、
高
市
皇
子
は
六
五
三
年
ご
ろ
に
出
生
し
て
い
る
。

今
一
つ
、
九
州
で
最
後
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
一
辺
長
一

二
㍍
ほ
ど
の
方
墳
で
あ
る
大
分
市
古
宮
古
墳
が
あ
る
。
主
体
部
は
巨
大
な

凝
灰
岩
に
、
長
さ
二
㍍
、
幅
〇
・
八
㍍
、
高
さ
〇
・
八
㍍
ほ
ど
の
直
方
体

の
空
間
を
刳
り
抜
い
た
も
の
で
、
前
面
に
長
さ
二
・
五
㍍
前
後
の
羨
道
部

が
取
り
付
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
造
は
横
口
式
石
槨
と
呼
ば
れ
、
す
で
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1

2

1 甲塚方墳
2 穴ヶ葉山1号墳
3 願光寺裏山古墳
4 大分県古宮古墳
5 奈良県花山塚古墳
6 宮地嶽古墳

4

0 5m

5

6

3

図２―１２０ 北部九州の最後の古墳（各報告書より）
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に
一
般
に
古
墳
が
造
ら
れ
な
く
な
っ
た
七
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
大
阪
府
や
奈

良
県
下
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
築
造
し
た
人
々
は
大
王
一

族
や
有
力
な
豪
族
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
州
に
唯
一
、
存
在
す

る
こ
の
古
墳
の
被
葬
者
に
は
、
天
武
天
皇
に
関
わ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
に

え

さ
か

わ
か

み

登
場
す
る
大
分
君
恵
尺
・
稚
見
の
二
人
が
想
定
さ
れ
て
い
て
、
七
世
紀
後

半
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

七
世
紀
中
葉
以
降
も
椎
田
町
後
ケ
谷
古
墳
群
や
行
橋
市
渡
築
紫
遺
跡
な

ど
で
は
ま
だ
小
古
墳
が
造
ら
れ
て
い
た
。
首
長
ク
ラ
ス
の
古
墳
築
造
は
定

か
で
な
い
が
、
行
橋
市
願
光
寺
裏
山
古
墳
が
七
世
紀
中
ご
ろ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
古
墳
は
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
詳
細
は
不
明
で

あ
る
が
、
石
室
の
実
測
図
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
さ

二
・
二
㍍
、
幅
二
・
六
㍍
の
や
や
横
長
の
玄
室
を
も
ち
、
羨
道
は
前
端
部

で
幅
三
・
六
㍍
と
大
き
く
開
く
。
ま
た
、
天
井
部
は
玄
室
・
羨
道
の
区
別

が
な
く
、
水
平
に
架
構
さ
れ
る
点
を
特
徴
と
す
る
。
玄
室
は
ほ
ぼ
四
壁
と

も
に
一
枚
石
、
羨
道
部
も
一
枚
石
な
い
し
は
小
振
り
の
石
材
を
併
用
す
る

二
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
室
形
態
に
最
も
近
い
も
の
は
大
平
村

穴
ケ
葉
山
一
号
墳
で
あ
ろ
う
。
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
も
玄
室
は
各
一
枚
石
で

構
成
さ
れ
、
羨
道
部
の
天
井
石
が
玄
室
に
張
り
出
し
て
い
て
、
空
間
的
に

は
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
い
。
異
な
る
点
は
天
井
石
の
高
さ
、
羨
道
部
が
直
線

的
と
な
る
か
、
幅
広
と
な
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
願

光
寺
裏
山
古
墳
は
穴
ケ
葉
山
一
号
墳
に
後
出
す
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
、
七

世
紀
中
葉
に
比
定
し
て
も
大
過
な
い
。
京
築
最
後
の
首
長
墳
で
あ
る
。

第
四
節

勝
山
町
の
古
墳
時
代

一

概

観

勝
山
町
に
文
化
財
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ
た
の
は
平
成
四
年
の
こ
と

で
、
そ
れ
以
前
の
文
化
財
保
護
活
動
は
中
学
教
員
で
あ
っ
た
定
村
責
二
・

川
本
義
継
ら
の
貢
献
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
。
現
在
も
重
要
な
基
本
資
料

で
あ
る
遺
跡
分
布
図
は
、
主
と
し
て
彼
ら
の
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
も
と
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
定
村
・
川
本
ら
の
献
身
的
な
努
力
で
い
く
つ

か
の
遺
跡
が
破
壊
を
免
れ
、
失
わ
れ
た
遺
跡
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
。

町
内
の
古
墳

さ
て
、
町
内
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
分
布
を
図
２
―
１２１
に

示
し
た
が
、
こ
こ
に
は
、
現
在
で
は
失
わ
れ
た
、
あ
る

い
は
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
わ
せ
て
図
示
し
て
い
る
。

古
墳
は
、
町
域
の
南
北
・
西
を
限
る
山
塊
か
ら
派
生
し
た
丘
陵
上
に
ほ

ぼ
満
遍
な
く
分
布
す
る
が
、
国
道
二
〇
一
号
線
の
南
に
拡
が
る
稗
田
地
区

の
丘
陵
上
は
ほ
ぼ
空
白
地
帯
と
な
る
。
こ
こ
は
バ
イ
ラ
ン
土
（
真
砂
土
）

を
地
盤
と
し
、
石
材
の
入
手
が
困
難
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
周
囲
の
山
塊
に

は
花
崗
岩
や
変
成
岩
が
多
く
露
出
し
て
い
る
。

首
長
墓
の
系
列
は
、
前
方
後
円
墳
の
寺
田
川
古
墳
（
二
〇
㍍
）
を
嚆
矢

と
し
、
扇
八
幡
古
墳
（
五
八
㍍
）・
箕
田
丸
山
古
墳
（
四
〇
㍍
）・
庄
屋
塚

古
墳
（
八
一
㍍
以
上
）、
そ
の
後
に
行
橋
市
長
木
の
八
雷
神
社
古
墳
（
七
三

第４章 古 墳 時 代
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